
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

Ｈ２４年 ６月 ２９日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

住 所 豊田市大林町１－８１  

氏 名 トヨタすまいるライフ株式会社 

代表取締役 中尾益大  

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０５６５－２４－１２９５ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 トヨタすまいるライフ株式会社 

事 業 場 の 所 在 地 豊田市大林町１丁目８１番地 

計 画 期 間 H24.4.1～H25.3.31 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 ０６：総合建設業 

②事 業 の 規 模 元請完成工事高：３７０億円 

③従 業 員 数 1390人 

 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

・廃プラ→再生処理業者へ委託してRPF化 

・木くず→再生処理業者へ委託してチップ化 

・石膏ボード→製造メーカーへ委託して再原料化・再生処理業者へ委託

      して路盤材・ダンボール原料へ再資源化 

・紙くず→再生処理業者へ委託して再減量化 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

取締役（産業廃棄物 監査責任者） 

 ｜ 

技術部 安全・CS・品質室長(産業廃棄物対応責任者) 

  ｜ 

産廃G G長  （廃棄物管理担当者） 

 ｜ 

総務部―技術部―ライフサービス部 

 ｜   ｜    ｜ 

各事業現場 各現場責任者 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 廃プラスチック 木くず 

排 出 量 ３３６．４２ｔ ６５１．０７ｔ

①現状 
（これまでに実施した取組） 

廃プラは、①回収袋の充填率を上げる②廃固形プラ(シール材)と固形

プラの分別を行い、中間処分場で選別・破砕処理後、RPF化施設での

燃料化をする事に取り組んでいます。木くずについては、分別回収の

徹底を図り中間処分場での荒破砕後、再資源化施設でのチップ化をし

て、燃料・原料として再利用することに取組んでいます。 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 混合廃棄物  

排 出 量 ｔ ｔ

 

②計画 （今後実施する予定の取組） 

 リフォーム工事から発生した産廃を6品目に分別して、混合廃棄を 

削減し、廃棄物が再生利用を行い易くする 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

新築現場：廃プラ・木くず・石膏ボード・紙くず・ガラス陶磁器くず・

金属を種類毎に分別袋詰めを行っています。 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

リフォーム現場：土嚢袋を使用して、廃プラ・木くず・紙屑・金属・

        石膏ボード・ガラス磁器くず・混合の６品目に分別



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】 

産業廃棄物の種類 該当無し  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 該当無し  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 該当無し  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

【目標】   

産業廃棄物の種類 該当無し  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】 

産業廃棄物の種類 該当なし  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ
①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 該当無し  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】 別紙による 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ

 ①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙による  

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ

 ②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から 終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 廃プラスチック 木くず 

全 処 理 委 託 量 ３３６．４２ｔ ６５１．０８ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３１１．５２ｔ ６５１．０５ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

廃プラは、①回収袋の充填率を上げる②廃固形プラ(シール材)と固形プラの分別

を行い、中間処分場で選別・破砕処理後、RPF化施設での燃料化をする事に取り組

んでいます。木くずについては、分別回収の徹底を図り中間処分場での荒破砕後、

再資源化施設でのチップ化をして、燃料・原料として再利用することに取組んで

います。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラ 木くず 

全 処 理 委 託 量 ３０２ｔ ５８５ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２７８ｔ ５８５ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

１２ｔ １２ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

廃プラ・木くずについて、認定熱業者以外の熱回収を行う 終業者で処理を行う

ように中間処分場と協議をして、熱回収を行えるようにします。 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 紙くず 金属 

全 処 理 委 託 量 ８２．８２ｔ １８６．３２ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
８１．０２ｔ １８６．３２ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

紙くず・金属共それぞれ分別保管を行い、中間処分業者をへてそれぞれ再生事業

者で再生利用をしています。 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 紙くず 金属 

全 処 理 委 託 量 ７５ｔ １６７ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
７５ｔ １６７ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

１０ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

紙くずについて、認定熱業者以外の熱回収を行う 終業者で処理を行うように中

間処分場と協議をして、熱回収を行えるようにします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 繊維くず 瓦礫類 

全 処 理 委 託 量 ３．４０ｔ ２３８．５８ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３．４０ｔ ５７．２８ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

繊維くずについて、積替え保管施設での保管後、セメント原料になるように中間

処分と協議して、リサイクル化を図っています。瓦礫については、特に無し。 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 繊維くず 瓦礫類 

全 処 理 委 託 量 ３ｔ ２１４ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３ｔ ５０ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 コンクリート ガラス・陶磁器くず 

全 処 理 委 託 量 ４１７．５５ｔ １８５．８２ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３５５．８４ｔ １２９．２６ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

解体・リフォーム工事現場より発生したコンクリート・陶磁器くずについては、

現場より直接再生事業者へ収運してRC・路盤材へ再生しています。 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 コンクリート ガラス・陶磁器くず 

全 処 理 委 託 量 ３１９ｔ １１７ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２７２ｔ １１２ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 石膏ボード 新築系混合廃棄物 

全 処 理 委 託 量 ９１．４６ｔ １５２．０２ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
８４．６９ｔ １３３．２８ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

石膏ボードについては、新築現場より発生したものについて、製造メーカーへ返

却処理をして、原料へリサイクルしています。 新築系混合廃棄物について、廃

プラスチック・木くず・金属・紙くず・可燃物・不燃物に小袋に分別して、中間

処理場の選別工程の手間は少なくして、埋立処理をする廃棄物量の低減に努めて

います。 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 石膏ボード 新築系混合廃棄物 

全 処 理 委 託 量 ８２ｔ １３６ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
７６ｔ １１９ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 特になし 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 
安定型建設混合廃棄

物 

管理型建設混合廃棄

物 

全 処 理 委 託 量 １０．８３ｔ ５１．８０ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量
７．６１ｔ ３５．５４ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

安定型・管理型建設混合物については、中間処分場での選別・焼却工程を経てそ

れぞれ埋立処分を行っています。 終処分場へは、1回/年処分状況の視察を行っ

ています。又、2次マニフェストの確認を中間処分場で行い、処分の確認を行って

います。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 安定型建設混合廃棄物 管理型建設混合廃棄物 

全 処 理 委 託 量 ９．７ｔ ４７ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
６．８１ｔ ３２．２ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

特に無し 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 解体系建設混合廃棄物 蛍光灯 

全 処 理 委 託 量 ２．４７ｔ ０．０７６ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０．１３ｔ ０．０７６ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

 蛍光灯については、再生処理を行う処理会社と現地確認を行った上で、単発契

約を結び再生処理を委託しました。 

 

 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 解体系建設混合廃棄物 蛍光灯 

全 処 理 委 託 量 ２ｔ ０ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
１ｔ ０ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０．５ｔ ０ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 特に無し 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】  

産業廃棄物の種類 石綿（非飛散性）  

全 処 理 委 託 量 ３７．９７ｔ ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

現場より発生した石綿（非飛散性）については、積み替え保管経由又は、直接 

終処分場へ持ち込み埋め立て処分を行っています。 終処分場へは、１回／年 

程度視察を行い、処分の確認を行っています。 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 石綿（非飛散性）  

全 処 理 委 託 量 ３３ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 紙くず 金属 

排 出 量 ８２．８２ｔ １８６．３２ｔ

① 現状 （これまでに実施した取組） 

現場から発生する段ボール・紙くずについて、古紙回収業者に直接建

築現場への引き取り依頼して、古紙の再生利用を行っています。 

金属については、中間処分場後、金属リサイクル業者へ、有償売却を

して、リサイクルを行っています。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 紙くず 金属 

排 出 量 ７５ｔ １６８ｔ

 

② 画 
（今後実施する予定の取組） 

特になし 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 繊維くず がれき類 

排 出 量 ３．４０ｔ ２３８．５８ｔ

③ 現状 
（これまでに実施した取組） 

セメント製造メーカーで助燃材・廃畳を利用した、ペレット燃料とし

て、サーマルリサイクルをしています。がれき類については、特にな

し 

【目標】 

産業廃棄物の種類 繊維くず 瓦礫類 

排 出 量 ３ｔ ２１４ｔ

 

②計画 
（今後実施する予定の取組） 

 特になし 

 

 

  



 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 コンクリート ガラス・陶磁器くず 

排 出 量 ４１７．５５ｔ １８５．８２ｔ

④ 現状 （これまでに実施した取組） 

解体現場から発生するコンクリートについては、現場から直接でＲＣ

製造工場搬入してＲＣにリサイクルしています。解体・リフォーム現

場から発生したガラス・陶磁器くずについて、中間処分場での破砕後

路盤材へリサイクルしています。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 コンクリート ガラス・陶磁器くず 

排 出 量 ３７５ｔ １６７ｔ

 

②計画 
（今後実施する予定の取組） 

 特になし 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 石膏ボード 新築系混合廃棄物 

排 出 量 ９１．４６ｔ １５２．０２ｔ

⑤ 現状 （これまでに実施した取組） 

新築現場で発生した石膏ボードの端材について、製造メーカーに返却

処理をして、原料にリサイクルしています。新築系混合廃棄物につい

ては、中間処分場での選別後、燃料・原料へリサイクルを行うことと、

埋立・焼却をして 終処分を行っています。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 石膏ボード 新築系混合廃棄物 

排 出 量 ８１．９ｔ １３７ｔ

 

②計画 
（今後実施する予定の取組） 

 特になし 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 安定型建設混合廃棄物 管理型建設混合廃棄物

排 出 量 １０．８３ｔ ５１．８０ｔ

⑥ 現状 
（これまでに実施した取組） 

安定型建設混合廃棄物について、リフォーム工事から発生した産廃を6

品目に分別して、混合廃棄を削減し、廃棄物が再生利用を行い易くし

ます。解体系建設混合廃棄物については、特になし。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 安定型建設混合廃棄物 管理型建設混合廃棄物

排 出 量 ９ｔ ４６ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 特になし 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 解体系建設混合廃棄物 蛍光灯 

排 出 量 ２．４７ｔ ０．０７６ｔ

⑦ 現状 
（これまでに実施した取組） 

解体系建設混合廃棄物については、特になし  

蛍光灯については、真鍮・ガラスくず・水銀に分けてリサイクルを行

う専門のリサイクル業者によりリサイクル行いました。 

【目標】 

産業廃棄物の種類 解体系建設混合廃棄物 蛍光灯 

排 出 量 ２ｔ ０ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

  

 

 



 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類 石綿（非飛散性）  

排 出 量 ３７．９７ｔ ｔ

⑧ 現状 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

【目標】 

産業廃棄物の種類 石綿（非飛散性）  

排 出 量 ３３ｔ ｔ

 

②計画 
（今後実施する予定の取組） 

特になし  

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（H23年度）実績】       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ

⑨ 現状 

（これまでに実施した取組） 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ

 

②計画 
（今後実施する予定の取組） 

  

 

 

 


